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	申請者氏名
	中井　祐介

	申請者自己アピ－ル（当国際会議への参加動機、発表論文の内容の重要性、論文への貢献度などについて記載し、自己アピ－ルを行って下さい）

	本発表で申請者らは、s波超伝導体で初めてとなるsite-selective NMR法を用いた混合状態における局所状態密度の空間分布測定に成功した[1]のでその報告を行なう。site-selective NMR法とは、混合状態での磁束の空間分布を反映したNMRスペクトルを用いて、準粒子の状態密度を表すスピン格子緩和率1/T1の空間分布を測定する新しい手法である。本発表は、site-selective NMR法のs波超伝導における典型となる重要な研究であると考えられる。
この実験でまず重要な点は、s波超伝導体で今まで発見されなかったsite-selective NMR法に適した物質を発見し、その測定に成功した点である。site-selective NMRは2000年に高温超伝導体において初めて用いられ、混合状態の局所状態密度を調べる有力なプローブであることが示された。しかし、s波超伝導体でのsite-selective NMR法の実験例が無かったため、高温超伝導体で見られた振る舞いがs波と比べて特殊か否かという点について比較対象がなく議論が不十分であった。本発表をもとに、s波での典型例を理解することでsite-selective NMR法という新しい手法の基礎を固めると共に、高温超伝導体で行なわれてきた実験の理解が進むことが期待される。

もう一つの重要な点は、磁束コアに相当する点での1/T1において、s波超伝導に固有の性質の磁束コア内に局在した準粒子状態密度によると考えられる1/T1の特異な温度依存性を発見した点である。この温度依存性は理論的に示された振る舞いと一致しており[2]、走査型トンネル顕微鏡(STM)以外では、バルク測定でおそらく初めて磁束コア内に局在した準粒子局所状態密度の観測に成功した。本発表によって、site-selective NMR法が混合状態研究の強力な測定手法であることを研究者に示し、議論を通じてさらなる発展が期待できる。
以上のような発見の重要性を踏まえ、SCESという大規模な国際会議で発表することが超伝導研究への貢献になると考え本国際会議への参加を決めた。さらに、site-selective NMR法の報告は海外の研究者によるものが多く、当国際会議は彼らにこの成果を発表し議論を行なう絶好の機会である。その議論を通じて、site-selective NMR法の可能性や適用可能な物質について、申請者の今後の研究を進める上で重要となる知見を得たいと考えている。

本発表での研究内容は、学部４年生の林優二郎氏の卒業研究として、申請者の指導の下に行なわれた。冷凍機の運転、実際の測定および結果の解析という、研究のほとんどの段階を指導教官の助言を受けながらも申請者が行なっており、申請者の貢献度は高い。

Reference: 

[1]Y. Nakai et al., in preparation.

[2] Mitsuaki Takigawa, Masanori Ichioka, and Kazushige Machida, Phys. Rev. Lett. 83 3057 (1999)
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	申請者氏名
	中井　祐介

	論文名
	Site－selective NMR study of the vortex state in an s－wave superconductor

	国際会議名
	International Conference on Strongly Correlated Electron Systems (SCES'07)

	開催地
	Houston, Texas, USA

	参加期日
	2007.05.13-18

	参加目的：

SCESという大規模な国際会議で自らの研究成果を発表し、海外の研究者との議論を行なうため。様々な分野の発表を聞き、今後の研究指針の決定のための情報収集も目的とする。

	会議の状況：

BCS50周年を記念したシンポジウムが開かれるなど超伝導に関する発表が多かったが、それ以外にも量子相転移をはじめとして強相関電子系の多くの分野をカバーする発表がなされていた。ポスター発表の数も多く、会議場は盛況であった。

	成果概要：

大規模な国際会議であったが、多くの方が足を止めてくださり十分に議論を行うことが出来た。特にD. E. MacLaughlin教授には今回の成果をまとめる上で重要なコメントを頂き、本会議に参加した意義は大きかった。

　参加者の多い本国際会議では、普段接することの少ない海外の若手研究者とも交流ができ、海外の研究状況など生の声を聞くことができたことは大きな収穫であった。また、幅広い分野の発表を聞くことで、新たな発想を刺激され、研究意欲を高めるよい機会でもあった。


